
白老町活性化推進会議 第１回 情報推進専門部会（報告書） 

開催日時 平成２６年４月２８日（月）１６：４０～１７：３０ 

開催場所 白老町総合保健福祉センター 

出 席 者 

部会員）高橋二郎・池島弘・和歌宏侑・仮アトム・波多武光・ 

田中政数・川田聖  （欠席）山田祐治・野本正博 

事務局）廣畑アイヌ施策推進担当課長、武永主幹、丸山主任 

会議概要 

１．開 会 

２．部会長より挨拶 

・昨年内閣府により実施されたアンケート調査結果からもわかるように、

国が開設する象徴空間、国立博物館やイランカラﾌﾟテの挨拶言葉等につい

てもまだまだ認知されていない。この程度の認識度では象徴空間を開設し

ても良いのかという問題点もある。 

・博物館の入込み数においても昨年度増加したといっても、本来の数から

いうと６割程度である。これらの事を含め共通認識を持っていただきたい

と思う。 

３．自己紹介 

４．議 事 

報告１ 経過説明「民族共生の象徴となる空間」について～資料１ 

報告２ アイヌの歴史・文化に関する国民理解の促進について～資料２ 

報告３ アイヌ民族博物館入館者統計について～資料３ 

議案１ 情報推進部会による事業案について～資料４ 

【事務局】・資料に沿って説明。 

・名刺については既に町職員に周知し、使用を促しているが、情報推進部

会の皆様にも是非、活用していただきたい。 

・昨日 2020 年象徴空間ＰＲポスターが完成した。近日中にＪＲ・ホテ

ル・旅館・公共施設・学校等に依頼し貼ってもらう予定。また、看板につ

いても設置予定（看板自体は町予算。骨組み、場所については未定）だが、

国道、線路沿い等の目立つところに設置したいと考えているので、土地を

貸していただける方がいれば紹介願いたい。 

【部会長】・昨年よりイランカラﾌﾟテキャンペーンが始まりポスターの掲

示等しているが、周囲にどの程度浸透しているか。部会としてはこの言葉

を周知・徹底することが事業計画の第一歩だと思っている。例えば、町民

自らが 2020 年に国立博物館が出来ることを認識することを目的とし、

「イランカラﾌﾟテあいさつ運動」のような活動をするとか、お金をかけず

今すぐに実行できるものを家庭や学校全てにおいて働きかけてもらいた

い。 

【Ａ】・名刺に関しては、どの企業が使用してもよいのか。 

【事務局】・データはワード形式なので、どなたでも使用できます。 



【Ａ】・朝の交通指導の際に「イランカラﾌﾟテ」と挨拶するなど、子ども

たちを巻き込むと浸透しやすいと思う。 

【Ｂ】・最初は誰もが照れくさくて口に出せないし、時間がかかるとは思

うが、商店街・牛肉まつり・港まつり等を利用したり、2020年開設も含

め、商品券に明記することも出来るのではないか。 

【部会長】・あらゆる方法で、目にも耳にも入れて浸透することが大事だ

と思う。 

【事務局】・イランカラﾌﾟテに関しては、ポロト入口や他 5 ヵ所に看板を

設置しており、博物館でも常に挨拶として使用している。 

【Ｂ】・外部への浸透も必要だが、いかに家庭に浸透させるかが大事なの

では。 

【部会長】・広報の表紙に必ず掲示するとか。 

【事務局】・町の封筒にもイランカラﾌﾟテマークを入れている。 

【部会長】・部会第１回目としては、挨拶運動として組込むこととしたい。 

【事務局】・今後、象徴空間の管理運営をどのようなものにしていくのか

を決める閣議決定が６月頃に開催の予定。その後、アイヌ政策推進会議の

先生や内閣官房・文化庁職員による説明会も検討している。その他、町広

報誌にチラシを入れたり、各部会についても周知する予定。 

【部会長】・情報発信に関しては、町内だけではなく町外、海外にも発信

していけるよう観光協会・博物館・役場などとの連携をはかりながら、町

を挙げての推進としていきたい。2020年に向けて町を訪れる人が増える

ように進めていきたい。 

 

議案２ 象徴空間への集客見込み予想について～資料５ 

【事務局】・この資料は文化庁からのもの。財務省と折衝する中で、どん

な規模の博物館になるのかという詳細は３月位にならないとわからない。 

・配布した資料「検討シート」に６つの要因が記載されている、これを部

会員の皆様の案をいただきながら埋めていけたらと考えているので、次回

までに考えておいてください。 

以上 

次回開催予定 平成 26 年 5 月 13 日(火)14 時～ 役場第 3 会議室 

 


